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然
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境
保

護
市

民
団

体
み

ず
が

め
フ

ォ
ー

ラ
ム

～
 児

童
書
 ～

～
 一
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書
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一 鉢 置 い て 。 自 宅 の 雰

囲 気 を 変 え て み ま せ ん

か
『 は じ め て の 寄 せ 植 え

レ ッ ス ン Ｂ Ｏ Ｏ Ｋ 』

著 者 ・ 上 田 　 広 樹

発 行
 学 研 パ ブ リ ッ シ ン グ

新 し い ベ ッ ド を さ が し て

大 ぼ う け ん

『 そ ら ま め く ん の あ た

ら し い ベ ッ ド 』

作 ・ 絵 　 な か や 　 み わ

発 行 ・ 小 学 館

　
自

然
環

境
保

護
市

民
団

体
の

「
み

ず
が

め
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
が

、
第

一
回

市
民

環
境

学
習

会
を

開
催

し
ま

す
。

　
須

木
地

区
の

河
川

は
、

以
前

九
州

地
方

整
備

局
が

「
九

州
で

一
番

綺
麗

な
川

」
と

評
し

た
事

が
あ

り
ま

す
。

　
今

回
の

学
習

会
で

、
川

の
話

に
繋

が
る

ゴ
ミ

・
家

庭
排

水
・

環
境

汚
染

の
物

質
の

話
な

ど
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
、

子
ど

も
さ

ん
の

夏
休

み
自

由
研

究
に

も
役

立
ち

ま
す

。
ぜ

ひ
、

皆
さ

ん
参

加
し

て
み

は
い

か
が

で
す

か
。

　
す

き
む

ら
づ

く
り

協
議

会
で

は
、

今
年

度
の

活
動

の
一

つ
で

、
須

木
元

気
ふ

る
さ

と
大

運
動

会
を

計
画

し
て

お
り

ま
す

。
　

す
き

む
ら

づ
く

り
協

議
会

の
基

本
目

標
の

一
つ

で
も

あ
る

地
域

住
民

一
人

ひ
と

り
が

、
互

助
・

互
恵

の
精

神
で

自
主

的
で

活
気

溢
れ

る
持

続
可

能
な

地
域

「
す

き
」

を
目

指
し

た
地

域
づ

く
り

の
一

つ
と

し
て

取
組

む
も

の
で

す
。

　
平

成
１

６
年

度
を

最
後

に
行

わ
れ

た
須

木
村

民
体

育
大

会
か

ら
、

１
０

年
ぶ

り
と

な
る

須
木

地
区

の
運

動
会

を
成

功
さ

せ
る

べ
く

須
木

区
全

住
民

の
参

加
が

望
ま

れ
ま

す
。

　
皆

さ
ん

の
ご

参
加

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

詳
し

く
は

各
区

の
体

育
部

長
さ

ん
に

お
尋

ね
く

だ
さ

い
。

　



下
田

奈
佐
木

鳥
田
町

須
木
鳥
田
町

須
木
下
田

大
字
名
（
変
更
後
）

内
山

須
木
内
山

大
字
名
（
変
更
前
）

中
原

須
木
中
原

須
木
奈
佐
木

　
　

須
木

地
域

協
議

会
で

は
、

毎
月

１
回

、
須

木
地

区
の

事
業

に
関

す
る

こ
と

や
、

須
木

地
区

の
活

性
化

な
ど

を
協

議
す

る
「

地
域

協
議

会
」

を
開

催
し

て
い

ま
す

。
以

下
、

６
月

３
０

日
に

行
わ

れ
た

地
域

協
議

会
の

主
な

内
容

を
紹

介
い

た
し

ま
す

。

６
月

３
０

日
（

火
）

開
催

(１
) 

小
林

市
地

域
活

性
化

交
付

金
事

業
の

審
議

に
つ

い
て

（
８

団
体

）
　

申
請

の
あ

っ
た

８
団

体
か

ら
事

業
内

容
、

収
支

予
算

の
説

明
後

、
審

議
が

行
わ

れ
、

そ
れ

ぞ
れ

承
認

さ
れ

ま
し

た
。

以
下

、
申

請
団

体
で

す
（

括
弧

は
交

付
金

額
）

。

・
す

き
歌

劇
団

な
で

し
こ

組
（

1
5
万

円
）

  
  
  
  
・

奈
佐

木
地

区
夏

祭
り

実
行

委
員

会
（

1
7
万

円
）

・
山

び
こ

の
里

実
行

委
員

会
（

3
0
万

円
）

  
  
  
  
・

内
山

夕
涼

み
会

実
行

委
員

会
（

1
6
万

円
）

・
須

木
ま

る
ご

と
売

込
み

隊
（

3
0
万

円
）

  
  
  
  
・

永
田

地
区

や
っ

ち
ぇ

み
ろ

会
（

1
6
万

円
）

・
鳥

田
町

地
区

活
性

化
委

員
会

（
4
5
万

5
千

円
）

・
竹

ハ
シ

ラ
カ

シ
実

行
委

員
会

（
2
7
万

円
）

（
２

）
合

併
後

人
口

推
移

に
つ

い
て

　
事

務
局

よ
り

、
「

地
方

創
生

に
つ

い
て

は
人

口
維

持
を

目
標

に
活

力
あ

る
ま

ち
づ

く
り

に
取

り
組

み
た

い
」

と
の

説
明

が
あ

り
、

併
せ

て
須

木
地

区
の

人
口

の
推

移
を

資
料

で
説

明
し

ま
し

た
。

ま
た

岩
元

譲
会

長
よ

り
「

地
方

創
生

に
つ

い
て

は
地

域
協

議
会

と
し

て
も

取
り

組
ま

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

」
の

で
、

臨
時

的
に

協
議

会
を

開
く

可
能

性
が

あ
る

と
説

明
が

あ
り

ま
し

た
。

　
今

後
も

、
須

木
地

区
の

活
性

化
の

た
め

に
協

議
を

進
め

て
参

り
ま

す
の

で
、

ご
意

見
等

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

地
域

振
興

課
（

℡
4
8
－

3
1
3
0
）

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

　　
ヤ

マ
ビ

ル
は

、
人

や
野

生
動

物
等

に
付

着
し

吸
血

す
る

こ
と

で
生

命
を

維
持

し
て

い
る

人
間

に
と

っ
て

は
、

厄
介

な
生

き
物

で
す

。
須

木
地

区
で

は
、

近
年

ヤ
マ

ビ
ル

発
見

の
報

告
や

被
害

等
が

多
く

な
り

、
十

数
年

前
よ

り
繁

殖
エ

リ
ア

が
広

が
っ

て
い

て
深

刻
な

問
題

に
な

り
つ

つ
あ

り
ま

す
。

　
特

に
シ

カ
や

イ
ノ

シ
シ

の
生

息
範

囲
の

拡
大

に
伴

っ
て

、
ヤ

マ
ビ

ル
も

増
加

し
た

と
考

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

直
ぐ

に
解

決
で

き
る

問
題

で
は

な
い

で
す

が
、

何
ら

か
の

対
処

法
は

必
要

で
す

。
　

ま
ず

は
、

ヤ
マ

ビ
ル

の
特

徴
な

ど
を

知
る

こ
と

か
ら

は
じ

め
ま

し
ょ

う
。

■
 体

長
は

２
５

m
m

～
３

５
m

m
　

伸
び

縮
み

が
激

し
く

、
倍

く
ら

い
ま

で
伸

び
る

。
■

 平
均

寿
命

は
２

～
３

年
、

雌
雄

同
体

で
あ

る
。

■
 吸

血
す

る
口

の
中

の
あ

ご
に

は
細

か
い

歯
が

６
０

～
７

０
本

ほ
ど

あ
る

。
■

 親
は

血
を

吸
う

と
約

１
ヶ

月
後

に
産

卵
す

る
。

生
体

に
な

る
ま

で
は

１
～

６
ヶ

月
に

１
回

の
吸

血
が

必
要

で
あ

る
が

、
そ

れ
以

降
は

年
に

１
回

の
吸

血
で

足
り

る
。

■
 一

般
に

は
山

地
の

森
林

に
生

息
し

、
特

に
湿

潤
な

渓
谷

沿
い

の
コ

ケ
の

多
い

と
こ

ろ
な

ど
に

多
数

見
ら

れ
る

こ
と

が
あ

る
。

　
落

葉
の

下
な

ど
に

潜
伏

し
、

越
冬

も
す

る
。

■
 乾

燥
に

は
弱

い
が

、
気

温
は

１
０

℃
以

上
で

あ
れ

ば
活

動
が

可
能

で
あ

る
が

、
３

５
℃

以
上

で
は

生
活

で
き

な
い

。

【
ヤ

マ
ビ

ル
を

見
つ

け
た

ら
】

・
塩

、
消

毒
用

エ
タ

ノ
ー

ル
、

食
酢

、
殺

ヒ
ル

ス
プ

レ
ー

等
を

か
け

る
。

【
吸

血
さ

れ
た

と
き

の
対

処
】

・
取

り
除

い
た

ヤ
マ

ビ
ル

を
処

分
す

る
。

（
産

卵
を

し
て

増
え

る
の

を
防

ぐ
）

・
傷

口
を

つ
ま

ん
で

ヒ
ル

の
唾

液
成

分
を

搾
り

出
し

、
水

な
ど

で
洗

う
。

（
治

り
が

早
い

）
・

抗
ヒ

ス
タ

ミ
ン

剤
な

ど
の

軟
膏

を
ぬ

っ
て

お
く

と
、

か
ゆ

み
が

抑
え

ら
れ

る
。

【
周

辺
環

境
の

手
入

れ
】

・
ヤ

マ
ビ

ル
は

乾
燥

し
た

環
境

を
嫌

う
こ

と
か

ら
、

日
当

た
り

や
風

通
し

を
良

く
し

、
ヤ

マ
ビ

ル
が

生
息

し
に

く
い

環
境

に
す

る
こ

と
が

大
切

。
例

え
ば

、
家

や
畑

周
辺

な
ど

の
草

刈
り

、
樹

木
の

伐
採

、
剪

定
、

冬
の

落
ち

葉
か

き
な

ど
が

有
効

的
。

　
７

月
４

日
（

土
）

、
須

木
中

央
保

育
園

で
夏

ま
つ

り
が

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

　
こ

の
日

は
、

あ
い

に
く

の
雨

で
園

内
で

の
開

催
と

な
り

ま
し

た
が

、
園

児
た

ち
に

よ
る

元
気

い
っ

ぱ
い

の
お

み
こ

し
や

踊
り

、
保

護
者

や
先

生
方

に
よ

る
夜

店
や

花
火

で
、

た
く

さ
ん

の
笑

顔
が

あ
ふ

れ
、

夏
ま

つ
り

は
大

い
に

賑
わ

い
ま

し
た

。

　

て

　
８

月
３

日
（

月
）

～
５

日
（

水
）

の
３

日
間

、
J
A

須
木

給
油

所
の

改
修

工
事

に
よ

り
、

臨
時

休
業

い
た

し
ま

す
。

　
８

月
２

日
（

日
）

は
、

休
ま

ず
に

営
業

し
て

い
ま

す
。

　
今

後
も

、
J
A

須
木

給
油

所
の

ご
利

用
を

お
願

い
し

ま
す

。

　
現

在
、

須
木

地
区

、
野

尻
地

区
の

住
所

表
記

に
は

「
須

木
」

「
野

尻
町

」
の

表
記

が
あ

り
ま

す
。

　
こ

れ
は

合
併

特
例

に
よ

る
も

の
で

時
限

的
な

処
置

で
あ

る
た

め
、

平
成

2
8
年

３
月

末
の

特
例

期
間

満
了

後
は

そ
の

表
記

が
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
が

、
住

民
生

活
に

支
障

を
き

た
す

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

た
め

下
記

の
よ

う
に

大
字

名
の

変
更

を
し

ま
す

。
　

よ
っ

て
、

住
所

表
記

に
つ

い
て

は
、

現
在

の
表

記
と

変
更

は
な

く
、

平
成

2
8
年

４
月

以
降

も
現

在
の

住
所

表
記

が
継

続
さ

れ
ま

す
。

　
平

成
２

７
年

６
月

２
５

日
（

木
）

、
須

木
小

・
中

学
校

合
同

田
植

え
が

実
施

さ
れ

ま
し

た
。

こ
の

日
は

、
天

候
が

悪
い

中
で

の
開

催
と

な
り

ま
し

た
が

、
高

齢
者

ク
ラ

ブ
と

営
農

組
合

の
皆

さ
ん

に
協

力
を

頂
き

、
も

ち
米

を
植

え
ま

し
た

。
　

場
所

は
、

須
木

中
学

校
前

の
福

崎
弘

文
さ

ん
所

有
の

田
ん

ぼ
を

お
借

り
し

、
ベ

テ
ラ

ン
高

齢
者

の
皆

さ
ん

の
指

導
の

も
と

、
手

植
え

に
よ

る
田

植
え

を
行

い
ま

し
た

。
　

須
木

小
学

校
の

本
部

礼
次

郎
校

長
先

生
は

、
挨

拶
の

中
で

「
実

際
に

子
ど

も
達

が
田

植
え

を
行

う
こ

と
で

、
農

家
の

苦
労

の
一

端
を

体
験

さ
せ

、
勤

労
の

貴
さ

や
意

義
を

理
解

さ
せ

た
い

。
ま

た
、

自
然

に
親

し
み

、
作

る
喜

び
や

働
く

喜
び

を
体

得
さ

せ
る

と
と

も
に

、
食

物
の

大
切

さ
を

再
確

認
さ

せ
た

い
」

と
話

さ
れ

ま
し

た
。

　
今

後
は

、
田

ん
ぼ

の
草

取
り

や
稲

刈
り

も
計

画
さ

れ
、

１
２

月
に

行
わ

れ
る

収
穫

祭
で

は
、

自
分

た
ち

で
育

て
た

も
ち

米
で

、
お

餅
を

つ
い

て
食

べ
る

そ
う

で
す

。
　

小
学

校
６

年
担

任
の

綿
内

敏
夫

先
生

は
、

「
今

回
の

田
植

え
に

は
、

Ｊ
Ａ

須
木

支
所

か
ら

も
ち

米
の

苗
３

０
箱

を
提

供
し

て
頂

い
た

り
、

多
く

の
Ｐ

Ｔ
Ａ

保
護

者
や

地
域

の
高

齢
者

の
皆

様
の

ご
協

力
で

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
子

ど
も

達
に

素
晴

ら
し

い
田

植
え

体
験

を
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
感

謝
の

気
持

ち
で

い
っ

ぱ
い

で
す

」
と

話
さ

れ
ま

し
た

。
　

伝
統

行
事

と
な

っ
て

い
る

、
す

き
っ

子
米

「
学

習
田

」
が

、
す

く
す

く
と

立
派

に
育

ち
、

子
ど

も
達

の
よ

う
に

成
長

し
て

い
く

こ
と

を
期

待
し

て
い

ま
す

。

　
７

月
１

日
、

「
社

会
を

明
る

く
す

る
運

動
」

強
調

月
間

の
初

日
に

、
小

林
地

区
保

護
司

会
、

小
林

地
区

更
生

保
護

女
性

会
の

皆
さ

ん
が

須
木

庁
舎

に
来

庁
さ

れ
、

内
閣

総
理

大
臣

か
ら

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

伝
達

式
が

行
わ

れ
ま

し
た

。
す

べ
て

の
国

民
が

犯
罪

や
非

行
の

防
止

と
、

罪
を

犯
し

た
人

た
ち

の
更

生
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

、
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

に
お

い
て

力
を

合
わ

せ
、

犯
罪

や
非

行
の

な
い

明
る

い
社

会
を

築
こ

う
と

す
る

全
国

的
な

運
動

で
、

今
年

で
６

５
回

目
を

迎
え

ま
す

。
須

木
中

央
保

育
園

児
、

須
木

地
区

区
長

、
須

木
地

区
民

生
委

員
児

童
委

員
、

須
木

庁
舎

職
員

な
ど

が
出

迎
え

る
な

か
、

須
木

庁
舎

玄
関

で
内

閣
総

理
大

臣
メ

ッ
セ

ー
ジ

が
井

上
晃

吉
須

木
総

合
支

所
長

に
伝

達
さ

れ
ま

し
た

。


